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牧之原市公共施設マネジメントの推進について 

 

１ 経緯 

 第２次総合計画に位置付ける公共施設マネジメントについては、平成 26 年度に公

共施設白書を作成するとともに、基本方針の策定を進めてきた。 

 取組の実行性を高めるため、計画体系と今後の進め方を以下のとおりとする。 

 

２ 内容 

 (1)計画の構成 

  ・基本方針及び基本計画を公共施設等総合管理計画に位置付ける。 
 

 基本方針 基本計画 個別計画 

目的 
長期的・総合的な視点で

基本的な考え方を示す。

方針に沿い取組の方向

性、先導性等を示す。 

施設用途別の具体的な

進め方を示す。 

内容 
・運営・質・量の最適化

・目標値（20 年で 20％削減）

・施設用途別の方向性 

・先導的な施設 

・具体的な内容 

・各年の取組 等 

期間 
H27d～H67d（40 年間） 

※1期は 8年間 

H28d～H31d（4 年間） 

※4年単位で見直し 

H28d～H31d（4 年間） 

※4年単位で見直し 

 

(2)今後のスケジュール 

・平成 27 年度に、対話を通じた将来的なまちづくりの視点により基本方針及び 

基本計画を策定し、運営・質・量の最適化を進めるための方向性等を示す。 

  ・平成 28 年度以降に、個別の具体的な進め方を整理するとともに、先導的な施

設などの取組に着手する。 

 

３ 総合計画との関係性のイメージ図 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
実施計画 4 年間 

（H27 年度～H30 年度） 

基本構想 8 年間 

（H27 年度～H34 年度） 

基本計画 4 年間 

（H27 年度～H30 年度） 

戦略プラン 

重点プロジェクト 

総合計画 

公共施設白書

（公共施設全体）

40 年間 

基本方針 40 年間：1期 8 年間

（H28 年度～H67 年度） 

基本計画 4 年間 

（H28 年度～H31 年度） 

公共施設最適化プロジェクト 

用途別個別計画 4 年間 

（H28 年度～H31 年度） 

 庁舎・学校等の用途別計画 

公共施設等総合管理計画 公共施設の現状



 

４ 推進体制 

 ・全庁的な推進体制を整備するとともに、自治基本条例推進会議と連携して、多く

の市民を交えた総合的な推進体制を構築する。 

 ・自治基本条例推進会議が多様な市民の意見を把握するため、対話の場を開催する。 
 

 【イメージ図】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

５ 今後の行事等 

 (1)公共施設マネジメント研修会の開催 

  日 時：平成 27 年 7 月 1 日（水）午後 1時 30 分から午後 4時 30 分 

  参加者：3役、理事、部長相当職、施設を所管する課長、施設担当者など 60 名 

 会 場：矢崎部品株式会社 ものづくりセンター ガーベラホール 

  内 容：公共施設マネジメントの基本的考え方及び牧之原市の進め方に係る説明 

      市民との対話による進め方や公共施設に係る意見交換 等 

 

 (2)自治基本条例推進会議への諮問 

  日 時：平成 27 年 7 月 7 日（火）午前 9時 30 分から午前 11 時 30 分 

  会 場：榛原庁舎 4階会議室 

  内 容：公共施設マネジメント基本計画の策定（施設用途別の方向性、先導的な

施設）に係る諮問   ※答申は、平成 28 年 3 月を予定 

    

 (3)対話の場の開催 

  時 期：平成 27 年 9 月から 12 月までの期間に 5回開催 

  参加者：市内団体等の 50 団体から毎回 50 名が参加する。 

内 容：市民が公共施設の状況を学ぶとともに、意見を交わす場を開催する。 

 

 (4)対話の場に係る報告会の開催 

  時 期：平成 28 年 2 月を予定 

 内 容：対話の場で出された意見を市民に説明するとともに、対話の場全体に係

る意見を確認し、答申案の取りまとめに反映するために開催する。 

自治基本条例推進会議 
公共施設マネジメント

推進本部 

検討委員会 

専門部会 

設置・開催 

情報提供 

諮問・答申 

意見等 

対話の場 


